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新日本石油化学㈱

機能化学品グループ

ＩＰＡ・ＩＰＥ値上げについて

　　　　　　　　　　　　　　　

原料ナフサの高騰を背景にＩＰＡ・ＩＰＥを１０月１日より１キログラム当たり２０円の値上げを行います。

ＩＰＡ・ＩＰＥの価格体系は３５千円ベースに止まっているが、原油高騰を背景にした４Ｑナフサは上げ幅・タイミング共に急激であり、現行価格では事業採算を確保する事は困難なため、各需要家に対し価格転嫁を打診するものです。

新日本石油化学としては４Ｑのナフサ価格を４５千円と見込んでいるが、用役コストの上昇分、４円／Ｋｇを含めた是正を行うものです。

ＩＰＡ・ＩＰＥの主原料となるプロピレン市況もナフサ同様、高騰している。特に米国においては８－９月で約２２０ドルの急騰となっており、ハリケーンの影響からアルキレートガソリンの需要が押し上げられており、製油所経由のプロピレンは非常にタイトな状況となっている。

叉、ＩＰＡのアジア需要も旺盛で、特に中国は０４年１０７千ｔ、０５年１－７月で７１千ｔ、０５年間予測では１２２千ｔと本年度も約１５％の伸びを示している。

世界的なナフサ及びプロピレンのタイト化と秋需を考慮した中で、国内需要家向けの安定供給を確保する為にも価格修正による採算是正を図っていくものです。

以上

